
１０月１８日配布 

練習問題１ 

１．長さ 100mm の棒が，引張られて，120mm になった時の伸び量（λ）とひずみ（ε）

を求めよ． 

 

 

 

 

 

 

 

問題より，元の長さ L0，伸びた長さ L は 

                       

                      

テキスト p.14 式（2.11），式（2.12）より，伸び量λ，ひずみεは， 

                         

             

 

  
 

  
 

       

        
 

     

 

２．長さが 1m の柱に圧縮の外力を加えた時，長さが 95cm となった時の，圧縮量（λ）と

ひずみ（ε）を求めよ． 
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問題より，元の長さ L0，伸びた長さ L は 

        

                 

キスト p.14 式（2.11），式（2.12）より，縮み量λ，ひずみεは， 

              

          

  
 

  
  

    

 
 

       

 

３．長さが 250mm で，直径が 5mm で，ヤング率が 70GPa の棒の先端に 5kN の力が作用

した時の長さの変化を求めよ。 

 

問題より，長さ L，直径 d，ヤング率 E，力 P は 

                      

                   

                       

                 

テキスト p.17 式（2.16）より，伸び量λは 

     

 

 
  

 

 
 

  
  

  
 

              

       
         

   
 

                

           

 

４．長さが 200mm で，直径が 5mm で，棒の先端に 5kN の力が作用した時のひずみが，

0.003 の時のヤング率を求めよ．また，荷重が作用した時の伸び量を求めよ． 

 

問題より，長さ L，直径 d，力 P，ひずみεは 

                      

                   

                  

        



テキスト p.17 式（2.16）より，ヤング率 E は 

     

 

 
    

  
 

  
 

     

         

 
        

 

               

            

テキスト p.14 式（2.12）より，伸び量λは 

  
 

 
 

                     

              

        

 

５．長さが 300mm で，直径が 3mm で，ひずみが 0.005 の時，ヤング率を 210GPa とした

時の棒の先端に付加された荷重を求めよ． 

問題より，長さ L，直径 d，ヤング率 E，ひずみεは 

                      

                   

                         

        

テキスト p.17 式（2.16）より，荷重 P は 

     

 

 
    

      
         

 
               

              

          

 

 

 

 

 



６．長さ 1000mm で直径が 2mm と 3mm の鋼の棒（ヤング率を 210GPa）が各 1 本ある．

2 本の棒を直列につなで，一端を壁に固定し，一端に 5kN の力を付加した時の，全体の伸

び量を求めよ．また，それぞれの棒のひずみを求めよ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題より，長さ L，直径 d1，直径 d2，ヤング率 E，力 P は 

                

                    

                    

                         

                 

テキスト p.17 式（2.16）より，伸び量λ1，λ2は 

   
  

   
 

       

        
         

   
 

             

   
  

   
 

       

        
         

   
 

             

λ1，λ2より，全体の伸び量λは 

                          

            

          

テキスト p.14 式（2.12）より，ひずみε1，ε2は 
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７．板材を引張った時，軸方向のひずみが 0.05 だった時，幅方向のひずみを求めよ．ただ

し，ポアソン比を 0.3 とする． 

 

問題より，軸方向のひずみε，ポアソン比νは 

       

      

テキスト p.15 式（2.14）より幅方向のひずみε’は 

   
  

 
 

                 

          

 

 


